
2。 研究テーマ

1)廣瀬、岡光、寺本は、乳幼児保健学会の理事長、評議員として、第二回学術集会を開催した。
2)NCAST研究会活動を継続し、NCAST日 本語版の完成とともに、NCAST講習会を開催し、研究尺

度としての NCAST普及活動を行つた。

3)廣瀬、岡光、寺本は、共同研究者とともに、NCASTを 中心とした乳幼児―母親相互作用、乳幼
児精神保健関連の調査 0介入研究を上記学会をはじめとして、国際学会にも研究発表を行つ

た。

4)廣瀬、岡光、寺本および院生 幸本、富田は第 11回世界乳幼児精神保健学会 (WAIMH)の事
務局の一員として学会開催に貢献した。

5)廣瀬、岡光および院生 長、富田は、文部科学省研究補助金 (研究代表者 廣瀬たい子)を
受け、これまでの研究の成果に基づいて、低出生体重児とその家族に対する育児支援による

介入研究を発展させる研究プロジェクトを継続している。


